
､

戒旬
、

、

・
診

ず

１
弾

一

猿

罰
Ｌ
皐
辱

『
熟

“
鑑
み

〃
＠
議
壗
壷
”
令
一

審
鶴
承
簾
“

溌
蕊
尊
一
傭
、
。
．
。
￥

ー

溌驚

鰯

函郵.

曾、
ニ割

ー

安全で環境にやさしい施設づくり
シリーズごみ処理施設を考える 3
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三
Ｖ
ヘ守やぐ、ぐ､●く7面

一
「
や
す
ら

漁
棡
附
凶
阿
閉
閑
陶
隅
嗣
悩
旧
Ⅸ
吟
肺
仏
脆
い
に
版
に
版
に
肱
に
朕
階

蒜

料
桃

淵
X

X
壁

市
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
を
『
海
と
緑
を

生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
』
と
定
め
、
高

萩
ら
し
い
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

重
要
課
題
は
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と

都
市
発
展
の
蕊
盤
づ
く
り

平成9年度の予算が、 3月18日(火) 、第1回高

萩市議会定例会で可決されました。

『やすらぎのまち高萩」をめざして市政を進め

ていく今年度の予算総額は、 198億8,593万円で、

前年度より2．5パーセントの伸びになりました。

一般会計予算は、前年度より0．3パーセント伸び

の129億200万円でスタートしました。

今月号では、その予算内容を紹介します。

ﾝ卜伸び
す。’て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
二
一
世
紀
へ
つ
な
ぐ
最
後
の
五

か
年
計
画
で
あ
る
高
萩
市
新
総
合
計
画
第
三

億円
200-

予算総額の推移
平
成
九
年
度
の
予

悪
198E

8,593万円

の
べ
』
の
夫
Ｊ

〈
ｕ
Ｊ
，

１
上
ハ
ｕ
ゾ185E

5,494万|リ
169"

5,3867jl'1

可
〃
Ｉ
，

１
１
戸
ｎ
Ｊ

ー

15(）

－
１ _L■

9年度6年度 7年度 8年度5年度
●一

眼

話

(0.3）

(41.9)

（ 14.4）

（ 4.6）

皆増

129億200万円

20億7,150万円

30億2,570万円

4億5,900万円

1億2,780万円

計
冬
云般

｜
特
別
会
計

一

国民健康保険事業

老人保健事業

町西側土地区画整理事業

公共用地先行取得事業

、／

／

I

道 事 業 ll億3,705万円(.2.9)

業用水道事業 1億6,288万円（△1.2）

,前年度と比較した伸び率。

■■

ー

－〃ず

一般会計
『恥

129億200万円の内訳
’

’
ゾ
ク
フ
ら
ン

州Ⅲ輔
I 潭

畢
弱

3，篭 ‘写 , ~ ･－

鍵
急■月

． 、針

釦

鍵

I 鴬

鍔誕
悪

〉
八

I･交通安全対策特別交付金

･特別地方消費税交付金・利子割交付金
醒普￥￥￥坪

2



生
出
軸

土
地
は
、

で
す
の
で
、

対
応
し
、
快

る
た
め
、
地地 快

用
に
努
め
て

特
に
、
市

優
良
な
農
地 市

文
化
的
諸
条

次
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
し
い
未
来

に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

来
る
べ
き
新
世
紀
を
展
望
し
、
平
成
九
年
度

は
、
『
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
高
萩
』
を
め
ざ
し

て
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

内
外
に
わ
た
り
大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
、

ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
社
会
経
済
情
勢
で
は
あ

り
ま
す
が
、
急
速
に
迫
り
く
る
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
や
将
来
へ
の
都
市
発
展
の
蟇
盤
づ

く
り
は
、
市
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
し
い
目

街
地
周
辺
地
区
に
つ
い
て

域
の
自
然
的
条
件
や
社
会

適
で
秩
序
あ
る
環
境
を
確

件
に
配
盧
し
て
、
合
理
的

都
市
の
発
展
や
開
発
の
動

生
活
や
生
産
活
動
の
共
通

標
で
あ
る
「
だ
れ
も
が
生

の
確
保
や
自
然
環
境
に
配

い
き
ま
す
。

蕨、
ぺ
壁

鎌
ら亭職

蝋
『史溌

§蕊全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
た
め
に
も
事
務
事
業
の
見
直
し
や

行
財
政
の
効
率
化
に
配
盧
し
て
経
費
の
節
減

を
図
り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
事
業
の
推
進
に
あ
た

っ
て
は
、
国
や
県
な
ど
の
制
度
を
有
効
に
活

用
し
て
、
優
良
な
財
源
を
確
保
し
て
い
き
ま

す
。

九
年
度
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

議場の演壇に立つ大久保市長

い
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
生

活
の
豊
か
さ
と
自
然
の
豊
か

さ
が
共
生
す
る
地
域
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
各
種
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
価
値
観
の
変
化
や

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化
の
中

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、

生
活
関
連
の
環
境
整
備
や
安

ー

一般会計の

129億200万円の

使いみち

蕊

Ｈ蝿患ゞ
冷静眠

紬蝉》皿

》

③

が
職

唖
印
野
冊

帆

ーダ

塗
土木費商工費

蕊
2億2,280万8千円

（△9.2）

螺
,060万9千円

（△3.4）

生費

鍵
％

民

８億４３12E4,929万2千円

(12.8)

議会費

難
2E1,003万円

（△0.3）

衛生費

儲撫
8億8,478万5千円

(10.2)

鯰％
､、 龍 毒.．

1E2,771万6千円

（7.9）

教育費

蕊

２

蕊

磯
予備費

諸支出金

災害復旧費

農林水産業費
鍵

、

灘

I蕊

瀞
‘

瀞

‘2％

ミミ
ー

謡

泌
懲

％ 12
，、
、鴫 15億7,778万5千円

（△13.7）

l"6,956万6千円

（99.5）

円8

(4.5）
、辞

横川に建設中の小山ダﾑの完成予想図；
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璽
撚
撤
侭
売
亀
溌
蕊
蕊
？
■
■
■

蕊
づ
ぐ

蕊鍵
慰
豊
弥
な
汎
づ
ぶ
盟
臼
口
口
Ｆ
■

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
東
小
学
校
校
舎

の
改
築
や
高
萩
小
学
校
校
舎
の
補
修
工
事
な

ど
、
施
設
や
設
備
、
教
育
内
容
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
放

課
後
対
策
に
つ
い
て
も
、
き
め
細
か
い
対
応

を
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
対
し
て
も
、
『
生
涯
学
習
推
進

住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
、
町
西
側
土
地
区

画
整
理
事
業
の
早
期
完
成
や
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ン
て
つ
な
な
ど
の
宅
地
開
発
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
県
営
住
宅
の
誘
致
に
も
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
住
ま
い
づ
く
り
や
高
齢
者
、
障
害
者
に

配
盧
し
た
住
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
計
画
を
基
本
に
時
代

国
道
四
六
一
号
の
花
貫
踏
切
の
立
体

県
道
高
萩
塙
線
の
整
備
を
県
に
要
望
す

と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
進

い
き
ま
す
。

河
川
や
排
水
路
、
海
岸
に
つ
い
て
は

浜
排
水
路
の
整
備
や
玉
川
の
準
用
河
川

さ
ら
に
高
戸
マ
リ
ー
ナ
の
整
備
や
高
浜

明
海
岸
の
浸
食
対
策
を
県
に
要
望
し
、

あ
る
海
岸
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
き

の
要
請
に
そ
っ
た
居
住
環
境
の
創
出
を
図
っ
努
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
発
展
の
基
盤
づ
く

’

、
吉
同

化
へ
、

・
有

魅
力

ま
す
。

化
や
、

る
と

め
て

り

り
計
画
』
に
基
づ
い
て
各
種
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
市
営
野
球
場
な
ど
の
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
文
化
協
会
や
各
種
団
体
の
自
主

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
の
形
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
行
政
の
各
分

野
に
お
い
て
も
女
性
の
参
加
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
や
緑
地
は
、

同
時
に
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
防
災
上

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
保
全
や
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
消
防

防
災
や
し
尿
、
ゴ
ミ
、
斎
場
に
つ
い
て
は
、

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
施
設
の
整
備
や
効
率
的
な
運
営
に Ｊ

Ｊ
”
業

Ｊ

，

；

事

Ｉ
備

砺
を
既
散
乱
症
識
計
蝿
曉
崖
嘩
地
壗
誰
牡
蛎
一
目
蝿
一
々

山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、
生
活
や
産
業
活
〆
整

動
の
基
盤
と
な
る
道
路
網
の
整
備
や
自
然
資
＆
毒
《
〆
の

Ⅲ、、、、“、、づくりに努めます。高萩・北茨城新都＆＃嶮・溝

市
開
発
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
地
権
者
Ⅲ
一
Ⅷ

軸
諦
由
瀝
剥
雄
症
垂
か
鋤
密
奉
恥
嘩
蛎
泌
詞
三
口
．
日
一
蹴
↓

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
口

ー

霞

ー

’

管理榛改 1｡町西側逢地区画整理事業特別会§東小学校特別教室。

計への縁出金1億4,244万1千円
､ ﾖ '

｡HOPE､<地域住宅）計画の推進
､一鳶 ： 一

752万閏; ≦ ‘f" : 蕊: ≦､
胃高萩鰯､回.燕王町事務組合｡の上し尿

J"f癖迩迩章蕊資寅浪溌Illif蕪Ⅱ
■ ？』Ⅱf■ ⅣE■fnIIJj恥掘3耐靹

U"汀当 ＃ … -
･高萩海難辛王町事務組合消防費

. ､鶴j､ ． ：

負担金＝ず≦ 5億5,597万5予円
:: :蕊

･消防施設整備事業（第6分団と
、 ； 孫

第憾誇団の消防詰所の改築と小

工 §2億6,675万円

･排水墓購轄備事業(高浜地区8～

m年度継続） ・ ･ "3億7,892万円

・漉川改修整億事蕊548万7千円
: ､ 、 . .:､ . § ．:､ そ.: . ;_ ､､－1 、

§・総梁の整備事筆報魏0万6千円

jⅧグルリーンタウン毎つな住宅団地

の幹線道路整備事業(8～9年度

継続） 2億4,500万円

･松岡地区環境整備事業

2億3,777万4千円
せぎしよう

･夕照ふれあいのみち整備事業(7

ぷ年度継鐡““万好門
,日立｡高溌忍ぶ王広域下水道組

’ﾐ悪､､､､￥ "

合への負担釜γ億”66万7千円

｡都市計画街路整備事業

1億邸72万2千円

･交通安全施設整備事業

. ｡ 1℃秘認4万7千円
鳥 ' ､¥酔

薊高萩・北茨城翻都寵整備事業
..;･ ＊:､ ‘ .; 、 ､蕊払－．: .- ::: 、

ポ ･ "･f#1!; FHJ｡ご■ Ⅱi ■蝋1万7干鯛
； , ；_‘潟: ” ”“

･都市下水路鑿儲事棄5,722万円

事業 <9～10年度継続〉
： ：

’

4弼万2千円I2億5，

#｡｡聯・中学校、幼稚園溌設”整備
蕊…§‘ 、 ； /塞弾｡鰯

f澪業(高萩小学校核含嬢織濁噸学

f1認胃鐙礒岑蝿壷鋺“
FETゴi灘R" ，

" 、 ･ J ■ ？■惣〆 ｡ ｡ J‘ ""〆
p郡学校の教育振興費｡"iJ"ゞ ：､■

鳶： 獄“

1億砺窺3万円
i 簿

ざ中学校の教育振興費＝ ヌ

ー

| ＆3 1億“翻万4子円

蜘騨職育振興註宝JFF" ､〆蟄翰迩溌ﾝご付穂載専蕊忍貧
好i蟻;弱毎溌:"{職嘘頭野溺

皇蕊競嘩試J■'好"麺
・地域鯖災謡溺書作成""認万8予門

…r:獄汀 "と 二: ：

毎T好；IBfいいJ蝉哩毎日鋸i : ;

露羅会教育6"体育総議鯵蕊鯨事業
議溌認; , " “ 難溌議瀞熱職: : :鳶"

〆｡"ﾛ ？(中央I安良川公民館繊駿修妙松
; .、 ． “ i

" “ “ ：鍵論" ：

ﾐi濁地区公民館と図書館め蕊調設備
．． ‐ ； : ざん壷う孝惹う瞳よう

=蕊整備、市営野球場と山塞相撲場の
, ､ ' 目

I";!Ⅱ磁修） ’億4,砿五軒円
i蕊驚 ､ ． 、 ､、 ；“ 、 ： 、 2 ． 、 “

琴毒群議磯輔
iJAi '"職蕊籟好iJJ .； ･ ㈱

" T1室f:
;: f蕊

公民館で講座やクラブ活動を

楽しむみなさん: ､衰乏議丘し

灘隷
議譲

蕊酔埼J

泌露

鷲 ：『：
｡H_ ＃

蕊
獄
型

Ｉ
‐
離
感
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綴
Ｊ
蚕
ち
づ
き
嘩
慈
支
え
る

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て
善
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
（
仮
称
）
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
中
核
的
な
公
的
医
療
機
関
で
あ
る
高

萩
協
同
病
院
の
総
合
病
院
化
を
促
進
し
、
保

健
・
医
療
と
福
祉
が
連
携
し
た
体
制
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

新
た
に
妊
産
婦
健
康
診
査
や
新
生
児
訪
問

積
極
的
な
行
政
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的

か
つ
健
全
な
行
財
政
の
運
営
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
広
報
や
広
聰
機
能
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り
、
住
民
参
加
型

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
や
中
核
農
家
の
育
成
に
努
め
、
農
・
畜

産
物
の
特
産
品
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
林
道
を
整
備
し
て
森
林
の
適
正
な
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
の
環
境
保
全
機

能
の
維
持
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
利
用
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
を
通
じ
て
適

切
な
支
援
を
図
り
な
が
ら
、
赤
浜
地
区
工
業

な
ど
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

設耗

、P輯

を
行
財
政
の
運
営

麺
濁
り
だ
す
産
業
づ
く
り

団
地
に
も
研
究
開
発
や
高
付
加
価
値
型
の
企

業
誘
致
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
商
業
に
つ
い

て
は
、
駅
前
通
り
の
電
柱
地
中
化
事
業
や
商

店
街
景
観
整
備
事
業
を
進
め
、
魅
力
と
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
花
貢
ダ
ム
周
辺
の
遊
歩
道
や
土
岳
、

高
戸
マ
リ
ー
ナ
や
海
岸
環
境
の
整
備
な
ど
、

自
然
環
境
を
生
か
し
た
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

と
と
も
に
、
在
宅
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促

進
を
図
る
た
め
共
同
作
業
訓
練
事
業
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。
家
庭
奉
仕
員
も
八
人
に
増

員
し
、
新
た
に
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

進
め
、
在
宅
福
祉
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
回
の
保
育
時
間
の
延
長
と

と
も
に
、
児
菫
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
低
学
年

の
放
課
後
対
策
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

物
、一

扱
う
こ
と
に

建
設
部
内
に

築
課
で
は
、

ま
た
、
平

務
を
市
で
取

ｌ
ク
の
形
成
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

の
建
築
や
営
繕
に
関
す
る
業
務
も
取
り り

建
築
課
を
新
設
し
ま
し
た
．
建

宅
地
開
発
や
公
共
施
設
（
建 建建

成
一
○
年
度
か
ら
建
築
確
認
事

ノ
う
聿
一
擢
崔
忍
昌 事

な
り
ま
す
。

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、 で

ｰ

一

l
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:"■ 〆JⅦ』 & ｣↓ ■1㎡〃好泓“4万旺騨
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・在宅要援護者入浴サニビス事業
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〆 ﾎ｡J｡L町fiIBof: ﾎﾊ # ？■■Ⅲ 『蕊口蕊〆■Lf#:＄” ~ ＃溌認獄門

; : Jfi:: 〃 i :

・山村振興等農林漁業特別対策基
塗

本計画策定事業 21@万円

・米消費菰大推進連絡協議会補助

〃金"r Ⅱ"■ ｡ §? 〆 則i""

舟大豆宝巖蕊増蕊蕊鰄職蕊ヅﾝ､
〆i 田口 J ■＝ 伽方円
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･農業経営基盤強化資金利子補給
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L｡礎蕊ツヅサ撞営事舞識蕊識
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低学年の小学生を保育>

598万1千円

?#公立と私立の保育対策事業補助金 83万9千円
、 －t. ､ 、

．土地改蕊事業(水路な鞍24か溺）
;， :: ､ .;;.;.､;ﾐ;;､､､ず“ .｡ ． : ､ 、 ､ ｡ ｡ ，:鍔"f;:" ､
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§』遮域識:i秘システム繼蕊雲業委託
"- "” : ； ""､蕊 ､､ -" ：鍵； －

・ ( 、1#07@万円I :

･身体障害者などへの支援

｡松岡士滋改良区（ほ場整備事業）

補助金 2,601万5千円

･地籍調査事業 2,365意9千円
鷺

・林道整備事業1億5,548万＄壬円
、 " 蔦: ､； ：” 蹟 ;;， ： :: , ；

・きね砲趣樹:紘請整臓嘉筆：蜂蜜
, ． ･鐸.:､ ミ“ f蕊: ｡:｡" ：､::、 ｡ ：､、 . ､､､、 ．..::｡; ､ﾐ､ ﾐ､ ､､. ､鰯. :.: ､

道路周辺の森林整備) "?〃Ⅱ;｡ :
：

8脚万3千円

･商工会､観光協会への支援
．: ：

3,064万3手円

蕊琴蠕濡鱗門" Jf 』 ｽ FfiJif J
i“" ， ： ;:

･花貫ダム周辺遊歩道整備基本計

画委託藩 2翻万円

1億8,147万5千円

･高齢者などへの支援･ ｡ ｡ " 。
熟 ；f ､蕊 鴬遜
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4 〆嵐爵礎震保険事蕊蒋蕊墨許繰出
金 ： &≦ 艫円

：： ：

｡老入保健事業特別会計繰出金

1億6，礎3万7千円
：織蕊‘ :,＝

｡ ｡葺種健診・検診･影麓譲種事業
、 ､､:； “ ; "典 灘､､： “""""； ‐ ､、 、
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ら分譲の予定｡
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ヨ 癖

で
環
境
に
や
さ
し
い

ご
み
処
理
施
設
の
焼
却
炉
で
は
、
多
種
多
様

な
ご
み
を
燃
や
す
た
め
、
煙
に
混
じ
っ
て
有
害

な
物
質
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
を
含
む
ご
み

を
焼
却
し
た
と
き
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
で
す
。
現
在
、
組
合
が
施
設

づ
く
り
の
中
で
最
も
関
心
を
も
っ
て
対
応
し
て

い
る
の
は
、
こ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
大
気
中
一
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
○
．
一
ナ
ノ
グ
ラ
ム
二

ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
一
○
億
分
の
一
グ
ラ
ム
）
以
下

と
い
う
厚
生
省
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ

り
ま
す
。
同
省
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

達
成
す
る
た
め
、
高
温
で
の
連
続
焼
却
や
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
ー
式
集
じ
ん
器
の
設
置
な
ど
の
対
策

最
新
の
設
備
を
導
入
し
た

安
全
な
施
設
づ
く
り

酉P

を
示
し
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
こ
れ
ら
の
設
備

を
積
極
的
に
導
入
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
大
気

中
へ
の
排
出
を
抑
制
す
る
万
全
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
有

害
ガ
ス
に
対
し
て
も
、
高
度
技
術
を
駆
使
し
た

排
ガ
ス
除
去
装
置
を
導
入
し
て
、
そ
の
発
生
を

押
さ
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ご
み
ピ
ッ
ト
（
貯
留
槽
）
の
汚
水

や
そ
の
他
の
排
水
に
つ
い
て
も
、
再
利
用
化
を

図
り
、
施
設
外
に
出
さ
な
い
よ
う
な
方
法
（
ク

ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
）
を
採
用
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
し
く
建
設
し
よ
う
と
し
て
い

る
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
処
理
の
過
程
で
発
生

す
る
ガ
ス
や
汚
水
な
ど
に
よ
っ
て
市
民
生
活
や

自
然
環
境
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

施
設
づ
く

ー

高萩市・十王町事務組合

窓22-2917

…



守爪生1 1 1白紳廼I士17回』立ち向？也畦l■

q水の番人"カワセミ
す

清流に棲み、小魚
えさ

を餌にするカワセ

ミ。その姿が飛び

交う水辺を、永く

残すためにもごみ

処理施設が必要で

す。

蕪

海、山、川の自然環境に恵まれたわたした

ちのまち。その自然環境を守り、次の世代に

伝えていくためにも、今、新しいごみ焼却施

設の建設を進めていかなければなりません。

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
、
安
全
で
環
境
に
や
さ

し
い
施
設
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理
施
設
に
は
、
そ
れ
ま

で
ご
み
と
し
て
燃
や
し
て
い
た
一
部
を
再
利
用

す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は
「
ご
み
か
ら
ど

の
よ
う
に
資
源
を
取
り
出
す
か
」
、
そ
し
て

「
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
く
か
」
と
い
う
こ
と
が
、
施
設
づ
く
り
の
大

き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、
焼
却
施
設
と
合
わ
せ
て
ご
み
の

資
源
化
の
た
め
の
先
進
的
な
設
備
を
導
入
し
、

同
施
設
内
で
は
、
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
も
提

供
で
き
る
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
整
備

し
て
い
く
考
え
で
す
。

具
体
的
に
は
、
現
在
、
資
源
物
と
し
て
回
収

し
て
い
る
缶
類
や
ピ
ン
、
古
紙
、
古
布
類
の
他
、

新
た
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
加
え
、
ま
た
、

現
在
不
燃
物
と
し
て
回
収
し
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物
と
し
て
資
源
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
粗
大

家
電
類
や
家
具
な
ど
も
破
砕
選
別
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
性
質
別
に
分
け
て
資
源
化
し
て
い
く
な
ど
、

多
様
化
す
る
将
来
の
生
活
様
式
を
見
据
え
な
が

ら
、
先
進
的
な
設
備
を
導
入
し
て
い
く
計
画
で

す
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
広
く
み
な
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

各
種
情
報
を
備
え
た
施
設
が
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
で
す
。

み
な
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

ご
み
の
資
源
化
を
促
進

、プ

み
の
分
別
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
埋
立
て
量
の
大
幅
な
減
量
や
減
容

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ザ

か
ら
の
情
報
を
と
お
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん

に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
え
っ
、
こ
れ
が
ご
み
処
理
場
な
の
…
」
。

そ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
の
が
、
近
年

造
ら
れ
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
の
姿
で
す
。
臭

い
や
汚
れ
の
な
い
清
潔
な
建
物
、
そ
の
周
辺
に

は
集
会
所
や
公
園
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
が

造
ら
れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
「
ご
み
処
理
施

設
は
汚
い
場
所
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
も
う
あ

り
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
何
と
は
な
し
に
、
ご
み
は
自
然
に
消

え
て
な
く
な
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
気
が

し
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご

み
処
理
施
設
の
姿
も
汚
く
、
嫌
わ
れ
て
い
た
こ

と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
時
代
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ご
み
処
理
施
設
は
、
美

し
い
公
園
に
も
な
る
時
代
で
す
。
汚
い
も
の
を

処
理
す
る
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
環
境
を
守
る
き

れ
い
な
施
設
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
、
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
先
進

的
な
施
設
づ
く
り
を
参
考
に
、
設
備
の
充
実
と

合
わ
せ
て
、
地
域
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
な
施

設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
周
辺
整
備
を
検
討

ー

少
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に
強
い
ま
ち
づ
く
り

高
浜
町
排
水
路
整
備
工
事
が
始
ま
る
ヨ

に
市
街
地
の
一
部
で
浸
水
被
害
が
た
び
た

た
め
、
市
で
は
平
成
七
年
度
に
排
水
網
調

、
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
そ

ま
と
め
ま
し
た
。

告
書
の
概
要
と
、
こ
れ
を
受
け
て
平
成
八

町
地
区
の
排
水
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
紹

一タ
ー
ル
内
に
敷
設
さ
れ
た
都
市
下
水
路

や
排
水
路
に
つ
い
て
の
浸
水
要
因
や
浸

水
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

浸
水
要
因
で
は
、
市
街
地
の
拡
大
に

対
応
で
き
な
い
排
水
路
の
能
力
が
指
摘

さ
れ
、
浸
水
対
策
で
は
、
全
体
的
な
改

修
や
一
部
で
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
緊
急
を
要
す

る
箇
所
を
は
じ
め
、
周
辺
の
開
発
計
画

調査面積は227郷
L 二

こ
の
調
査
は
、
平
成
六
年
九

月
二
八
日
の
台
風
二
六
号
に
よ

っ
て
浸
水
被
害
が
生
じ
た
市
街

地
の
都
市
下
水
路
や
排
水
路
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
安
良
川
地
区
、
駅
西
市
街

地
地
区
、
肥
前
町
地
区
、
有
明

町
地
区
、
高
浜
町
地
区
な
ど
五

地
区
の
総
面
積
二
二
七
ヘ
ク

’

一

平
成
九
年
度
か
ら
始
ま
る
工
事
は
、

図
に
示
す
よ
う
に
高
浜
運
動
広
場
の
東

南
に
位
置
す
る
交
差
点
付
近
か
ら
、
花

貫
川
河
口
ま
で
の
延
長
九
九
○
メ
ー
ト

ル
で
、
既
設
の
排
水
路
を
撤
去
し
な
が

ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
浸
水
低
地
で
は
側
溝
を
布
設
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
花
貰
川
へ
の
放
流

口
に
は
、
逆
流
を
防
ぐ
た
め
に
新
た
に

ゲ
ー
ト
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
平
成
一
○

年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

◇

工
事
中
は
、
何
か
と
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
合
わ
せ
た
中
・
長
期
の
取
り
組
み
な

ど
、
具
体
的
な
整
備
計
画
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

高浜町地区では990向の排水路を整備

台
風
や
大
雨
時
な
ど
に
慢
性

的
な
浸
水
被
害
を
生
じ
て
い
る

高
浜
町
地
区
。
報
告
書
で
は
、

こ
の
要
因
と
し
て
、
土
地
利
用

の
拡
大
に
よ
り
対
応
で
き
な
く

な
っ
た
排
水
路
の
断
面
不
足
や

地
形
上
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
区
の

状
況
は
、
緊
急
な
対
策
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
取
り

組
み
の
第
一
歩
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー.

高浜町排水路整備工事の区域図

；

鱸
/〃回2100×2000
、

〆

L＝304m~
〆

延長

回180（ <200C
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蕊
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3月の市議会定例会3月の市議会定例会
よ
ろ
し
・
埒
お
願
い
し
感
ず

黒澤さんが、宮田さんが、 において、において、

教育委員会

任されまし

教育委員

の組織やそ

に関する教

にわたつで

を進め蕊篭
､ ､ 曾舞串, ､ ､'

期は、4月
） 、 ＃

ら4年間で

て

垂時・ ＃ "…

公平委員会の委員に再

任されました。

；:; ;,公平委員会は、公正

な立場から公務員の利

益の保護や不利益な処

の委員に再
士
Ｌ
今
云

E蕊
O

は、学校

の運営など

育行政全般

蕊を審査する組織です。管理と運営

溌溌ばく：､3月28日（金）
か這〆4年間で碗

蕊
吋
す

です･ Ⅱ任

日(火)か

○

■Ⅱ 曇委員I鍼塞篝恥公溌蕊委輿教育委員会蚕員I蔑篤職蕊燕顔さあ
(安良川）(秋山）

一
諜
篭

言
、

蕊賞韓
←令

ー

鈴木光一さんの「廃屋」が

県知事賞に輝く少一
2月21日(金)に開かれた平成8年度茨城県大豆共励

会において、高能率受託事業企画コスモ生産組合（代

表は安良川の伊藤忠平さん）が県知事賞に輝きました

市内の農家13戸15人で構成されているコスモ生産組合

は、大豆を18ヘクタール耕作し､10アールあたり286キ

ログラムの高い収穫量 ： … ； :

とともに、それらは全

て上位等級の品質に格

づけられました。この

成果が認められ最優秀

賞の県知事賞を獲得し

たコスモ生産組合は、

さらに関東の代表にも

選ばれて、現在、全国

審査に上げられていま

す。

第1回茨城県健康福祉祭の「わくわく美術

展』に出展した鈴木さんの「廃屋』が、 3月

10日(月)、 日本画の部で優賞に選ばれ県知事

賞を受けました。

鈴木さんが日本画を始めたのは、 10年前か

らで、以来、 自宅付近の風景や植物などを描

いてきました。県知

事賞は2回目で、平

成6年に農林漁民美

術展の日本画の部に

おいて受賞していま

す。 「好きな絵を描

いて賞をいただくの

は、 うれしい限りで ■

す」 と喜ぶ鈴木さん

職:鴬鰯鈴木光一さん
り組んでいます。 （上手綱） 一－－－～、

可

交通事故死亡者ゼロの日200日を達成

県知事から感謝状を受ける

交通事故死亡者ゼロの日200日を達成した高萩市は、

2月26日(水)、県知事から感謝状を受けました。感謝

状を手に大久保市長は、 「この実績は、熱心に交通事

『
廃
屋
』

1
1

故防止に携わる関係機関鳶
顧民のみなさんの努力の賜
物です。これを機会に、市

でもさらに交通事故防止に

取り組んでいきます」 と、

意欲を語りました。これか

らもみんなで交通ルールを

守り、 この記録を更新して

いきましょう。

蕊瀞

＊ 『わくわく美術展」に

入選したみなさんを紹介します。

・ 日本画の部奨励賞…北畠桂子さん（本町）

･洋画の部奨励賞……下村駕曽ん(安良川）
.写真の部奨励賞……松崎一和さん（島名）

鱗
癖

蕊
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辮鍔；

膠ん固仕事ですか？

鷲一
t *；

識漁

箪蕊

健康保持と病気の

早期発見の決め手は健診です

ー雫

欝箪蕊
樹鍾黙

鶴
鍵
驚灘

鍵璽塞雲韓

が愚

蕊讃熟議鍵凝議騨蚤謬蕊鑿鴬 』騨

－

保健指導係

窓24－2121

くり」を

検診や健

を行い、

お手伝い

ー

●聞き手

佐藤

●保健指導係長

松井好子仁子さんと
ようこ

琵子ちゃん

（島名）

Ｑ
・
個
別
に
希
望
票
を

Ｑ
，
以
前
、

活
用
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
、
そ
の
希
望
票
を
も
と
に
、
胃

子
宮
な
ど
の
ガ
ン
健
診
、
そ
し

健
診
を
受
け
る
人
に
、
実
施
時

診
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

催
指
導
係
で
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

先
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
人
は
、

査
希
望
票
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た

な
っ
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
と
、

間
の
健
診
計
画
が
立
て
や
す
い
で
す
。

が
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、
市
で

わ
せ
て
受
診
票
を
送
る
基
本
台
帳
と
し

に
行
き
ず
ら
い
で
す
ね
（

で
も
、
健
診
結
果
で
〃
要
医
療

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

の
健
康
状
態
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
健
康
診

ー

い
た
だ
く
と
、

保健センターには、保健指導係の他に、無医地区

診療事業や予防接種、献血の推進、広報『すこや

か』 を発行する健康推進係があります。

行
う
健

や
大
腸
、

て
基
本

期
に
あ

勤
務

自
分

〃
‐
〆
」

病
院 保年

Ａ
・
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
、
治
療

な
ど
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
、
早
期
に
病

気
を
見
つ
け
る
の
が
健
診
で
す
。
〃
要

医
療
″
の
健
診
結
果
を
も
と
に
、
医
師

は
治
療
す
る
場
合
と
生
活
指
導
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
成
人
病
の
多
く
は
、

悪
い
生
活
習
慣
が
影
響
し
て
い
ま
す
ね
。

Ｑ
、
そ
れ
は
、
糖
分
や
塩
分
の
取
り
す
ぎ
、

喫
煙
、
偏
食
な
ど
で
す
か
。

Ａ
・
は
い
、
そ
れ
ら
の
ほ
か
に
運
動
不
足

な
ど
も
影
響
し
ま
す
。

Ｑ
，
昨
年
の
健
診
結
果
通
知
の
中
に
、

「
少
し
数
値
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
が
ん
ば
っ
て
」
と
い
う
言
葉
が

添
え
て
あ
り
ま
し
た
。
前
の
健
診
結
果

の
記
録
も
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
そ
う
で
す
。
健
診
の
デ
ー
タ
は
、
体

の
変
化
を
つ
か
む
大
切
な
資
料
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
保
健
婦
は
、
こ
の
結
果

を
も
と
に
家
庭
訪
問
や
生
活
習
慣
改
善

教
室
な
ど
を
通
し
て
、
日
常
生
活
や
食

生
活
の
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
保
健
推
進
員
さ
ん
が
、
希
望
票
の
配

布
と
回
収
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
い

つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ
・
平
成
元
年
度
か
ら
で
す
。
横
川
地
区

に
は
じ
ま
っ
て
、
年
々
対
象
地
区
を
広

げ
、
今
年
度
、
高
浜
町
と
有
明
町
に
広

げ
る
と
市
内
全
域
に
わ
た
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
健
康
の
保
持
と
病
気
の
早
期

発
見
の
決
め
手
は
、
健
診
で
す
。
毎
年
、

定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
ぜ
ひ
、

お
勧
め
し
ま
す
。
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‘ ､

4／15(火)午前10～午後3時／市民相談室

口生活環境課内線362■この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

//水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階盆029-

225-2803／弁護士相談は水曜日午後1～3時。

、

￥ 蕊

；
、 ､ ，
{I鐙：
ドミ く
過: 輻

繩,

評､ ’
‘ :. ，､鴎圭f：

錘

名誉市民の
: ､ 獣: ，

鈴木ユ糊ざえが逝■く＄

鴬|市葬は5月15日

＝2月28日(金)に百歳を迎えた名誉市民の鈴木一司さん‘

j〆<本町) ｣溌､＝3月2銅(月)に亡くなられました6ⅡJ■ … ： I り“

:!j:;泳能に慰霞れて獣僅師に漆■iﾛｩﾐ･寓萩馬禰を関索部ざ:■恋ﾛI
して多賀駒の名声を全国的に高めた鈴木さん。36歳で町議

会議員に当選以後､■県会議長や参議院議員として30年に及〆
、.： ： ':；《 ：： 鵠､ , ､ ． ： 、 蕊: 露 ． ． ．, ．〈《 －:、

が蹴治索どLiての諺溌を発揮ざ"れま#した｡まだ蝿和22年が；

ら昨年まで県獣医師姿長を、昭和62年から現在まで(社)日
本獣医師会顧問に蕊毒、畜産業の発展にも尽くされました遇

､: ､ " ･ ･ ､蕊

ふみ端蕊ほ3．if"15敵永)に文職会館で行われます.""""

持政相談 ！;…§
4／10(木)と24(木)午後1～3時／市民相談

室//鈴木清相談員盆222095口秘書課内線252

篭装具と補聴鋸の巡回相談

4／25(金)午前9～12時／市民センター口福

祉事務所内線353

・
・
・
国
民
年
金
（
４

拳壁児窒担談

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

|軒政
分
）
で
す
。
納
期
は
、

|ヨユ'二1貢」心配ごど相談 溌篝譲議蕊…

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354 石滝増圧ポンプ場が完成

石滝の県道高萩友部線沿いに、増圧ポンプ場が完成し、 3

月18H(火）、通水式が行なわれました。これは、石滝の高

台地区で水道水の給水量

が増加したことと、 これ

までのポンプ場の老朽化

に伴って改築したもので

す。 80トンの受水槽を持

つこのポンプ場では、一

日平均372トンの水を石

滝地区の家庭に送ってい

ますが、一日最大465ト

ンの水を送り出せます。

－コ

露とばの教室高萩小学校盃234240

､封

子ども（小・中学生）相談

教育委員会学校教育課恋23-1135
蕊

Z

0
健康・育児相談 ＃蕊蔓鍵蕊蕊…§:；

月曜日午前9～11時口保健センター狂242121
で
す
。 鶴

蕊鍵
なんでも食事相談（予約制）

毎月の第3月曜日午前10～11時口保健セン

ター盆24-2121 湧唾

人権相識霊員

お米の料理とパーティーのマナーを学ぶ鈴木廣美狂28-0103 岡野邦弘狂232525

大平喜美子壷224128大森啓三a23-1245
『お米と私たちのかかわり」 と

題する講座が、 3月24日（月）中

央公民館で開かれました。講師
のりこ

の中川料理学園々長の中川紀子

さんは、お米を使った料理の実

技指導とパーティーのマナーに

ついて話されました。受講者約

50人は、その料理を立食パーテ

ィーでいただきながら、中川さ

んに指導を受けていました。

滝
鑪
澱職

轡蹴睡…

蝿y一

身体障濤書相談員椎名修窓222419

郡司寅松査230687 鈴木康彦恋23-4316

ー

卓韓

獺
､ ：.､識●F観､

薯 :蕊＃録電旦

‐
１
６
１
ｒ
４
■
９
Ｊ

;

跨ぎ
精神薄弱書相談員沼田うた子窓224544

年窪銅謹… ：午前”負～午震3時

･常陽銀行高萩支店狂222160…5／9（金）

･茨城銀行高萩支店盆22-2028…4／24（木）

･茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

盆223617…平日午前9～午後4時

認

識

3 別れの季節を迎えた3月、市内

の中学校では、 11日(火)に卒業

式が行なわれ、 481人が卒業証

言を手にしました。小学校では、

21日（金）に行われ、 508人が中

学校へ進むことになりました。

これより先に高齢者大学の卒業

式も行われ、中央公民館からは

43人、松岡地区公民館からは18

市内の卒業式

：糖神保鱈相談《蚕約制)… ボー

4//9 ． 16 ． 23， 5／7の水曜日午後1～2

時口日立保健所狂029422-4188

司法書士相談 毎月第2水曜日

午後1～5時／茨城司法書士会盆0292250111

溌魁画〉
［敬称略］悩蕾ず相談種‘ 人の講座生が卒業しました。

＊写真は、松岡中学校の卒業式。

篭

ll1



恩懸
人形劇グループ

『バツ＜ん』
灘

” 亘？まちの情報を〆

耐患惑☆紹介心Jま～ず☆ｽポｯﾄ綴溌
心 ●

☆いつからどんな活動をしているの？

保育園や幼稚園を訪問して、園の子どもたちのため

に人形劇を上演しています。本や紙芝居もいいです

が、人形劇も子どもたちに見せたいと考えているう

ちに自分たちで人形を作り、人形を操るようになっ

て5年目を迎えました。

☆上演する作品は、いくつあるの？会員は何人？

「赤ずきんちゃん」や「白雪姫」など5つの作品で

す。 1つの作品の人形を作り、操作をマスターする

のに約1年くらいかけています。会員は7人ですが、

広く会員を募集しています。いっしょに活動しませ

んか。

☆人形を作るのは、難しい？

楽しいですよ。島名多目的研修会館に月2回集まり、

古着や端切れなどを持ち寄って作ります。

☆今、一番欲しいものは？

上演する機会がほしいです。人形を見詰める子ども

たちのキラキラした目やわくわー
､需心

『
愛
正
園
」
は
、
身
体
が
不
自
由

な
た
め
日
常
生
活
に
介
護
を
必
要
と

す
る
人
た
ち
五
○
人
が
生
活
を
し
て

い
る
施
設
で
す
。

施
設
の
生
活
は
、
単
調
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
季
節
を
味
わ
い
、
ま
た

地
域
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
機
会

を
多
く
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
生
活
に

彩
り
を
添
え
ら
れ
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
な
企
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

や
ぐ
ら

舂
は
お
花
見
、
夏
は
櫓
を
組
ん
で

お
祭
り
、
秋
は
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫

し
て
焼
き
い
も
に
舌
鼓
を
打
ち
、
冬

も
ち

は
年
忘
れ
会
と
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
お
手

伝
い
を
お
願
い
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
映
画
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
食
事
な

無
声
い
ん
別

ど
、
街
の
中
に
も
ど
ん
ど
ん
出
か
け

て
い
き
ま
す
。
逆
に
、
各
団
体
や
地

域
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
な

ど
の
訪
問
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

愛
正
園
の
利
用
者
は
、
好
奇
心
旺

盛
な
反
面
、
好
み
も
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
全
員
が
い
っ
し
ょ
に

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
、
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
無
理
強
い
は
せ

ず
一
人
ひ
と
り
の
生
活
感
を
尊
重
し

な
が
ら
、
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手
伝
い

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
写
真
は
、
パ
ー
ラ
ー
大
地
Ⅱ
の
招

待
を
受
け
て
、
三
月
一
八
日
㈹
に

愛
正
園
の
利
用
者
四
○
人
が
パ
チ

ン
コ
を
楽
し
ん
だ
一
こ
ま
で
す
。
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黄
金
タ
モ
ギ
タ
ケ
の
発
育
状
態
を
見
る
鈴
木
さ
ん
夫
妻

熱
蟻今月のFaMEr*徳

[農業家］

市
街
地
か
ら
国
道
四
六
一
号
を
西
に

二
○
分
走
る
と
、
牧
歌
的
な
田
園
風
景

に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
の
地
で
全
国
ブ
ラ

ン
ド
「
常
陸
牛
』
と
な
る
子
牛
の
生
産

に
あ
た
っ
て
い
る
の
が
鈴
木
さ
ん
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
茨
城
北
酪
農
協
同
組

合
で
牛
乳
輸
送
に
携
わ
る
か
た
わ
ら
、

繁
殖
牛
の
牧
場
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

牧
場
に
は
、
母
牛
三
八
頭
と
子
牛
二

四
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
舎
の

両
側
に
広
が
っ
て
い
る
放
牧
地
で
は
、

母
牛
と
子
牛
が
自
由
に
運
動
し
、
つ
や

の
あ
る
健
康
な
体
を
見
せ
て
い
ま
す
。

『
常
陸
牛
」
を
支
え

こ
が
れ

『
黄
金
タ
モ
ギ
タ
ケ
』

に
挑
戦

鈴
木
一
郎
さ
ん
（
大
能
）

ひ
た
ち
ぎ
ゅ
、
｛

灘
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;安永里子 島名）（

高萩美術協会会員

創元会会友

茨城県芸術祭会友

トキメキを感じ

●

● ●

● ■

-f
，

創元会展に出品する絵を制作する安永さん。 4 ：

畳半のアトリエいつぱいに広げられた2点の作品§

は、今、完成を待っています。

「筆がスムーズに走るときばかりはありません｡;

筆を持ったまま、キャンバスとにらめっこの日が§

続くこともしばしばです。でも、描くことをやめ；

ようとは思いません。絵は、友人や先輩との出会；

い、そして、 自分自身との新しい出会いがあるか；

らです｣。こう話す安永さんは、 “人”に興味があ§

り、当初から人物を題材に描いています。でも、 ：

その表現方法は、描くたびに迷うそうです。

「新しい作品を頭に描いて、キャンバスに向か：

う時、軽いトキメキを感じます。イメージどおり ：

のものは、なかなか出来ませんが、 この『初夏の：

ころ』は、 イメージどおりに描けた数少ない作品：

の一つです」とも話しています。この作品は、昨：

年の高萩美術協会展に出品したものです。

「部屋が明るくなるような絵、外出から帰った：

蕊
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み
ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅

１
生
涯
《
深
習

高
萩
市
民
文
化
誌
「
ゆ
ず
り
は
」
第
三

号
の
発
行
を
記
念
し
た
『
陸
前
浜
街
道
を

歩
こ
う
会
』
が
、
三
月
二
三
日
卿
に
開
か

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
「
歩
き
、
み
・
ふ

れ
る
歴
史
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
滝
の

高
萩
工
業
高
校
前
か
ら
赤
浜
の
北
茨
城
市

境
ま
で
の
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
、

遠
く
牛
久
市
や
鉾
田
町
、
旭
村
な
ど
の
七

市
町
村
か
ら
六
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
ふ
だ
ん
史
跡
と
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
地
図
を
見
な
が

ら
歩
い
て
、
再
認
識
し
ま
し
た
」
と
東
本

町
の
綾
井
宮
子
さ
ん
。
ま
た
、
「
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
で
史
跡
の
説
明
を
受
け
た
り
酒
ま

ん
じ
ゅ
う
と
お
茶
で
休
憩
し
た
り
、
楽
し

、.戸

◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
窓
四
‐
１
１
３
１

い
歴
史
の
散
策
で
し
た
。
ま
た
、
思
い
が

け
な
い
人
と
の
出
会
い
も
あ
り
よ
か
っ
た

で
す
」
と
島
名
の
嵐
幸
子
さ
ん
。

「
町
並
み
の
な
か
に
は
、
周
り
が
変
化

し
て
い
て
も
、
多
く
の
史
跡
や
自
然
が

残
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
壊
す
の
は
簡
単

で
す
が
後
世
に
残
す
こ
と
は
難
し
い
で
す

ね
」
と
日
立
市
の
弓
野
一
郎
さ
ん
。

「
せ
っ
か
く
の
自
然
が
、
ご
み
に
よ
っ

て
汚
れ
て
い
た
の
と
、
地
下
道
の
落
書
き

が
目
に
つ
き
残
念
で
し
た
」
と
本
町
の
真

山
弘
志
さ
ん
。

今
回
の
歩
こ
う
会
は
、
旧
街
道
を
歩
き

さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
の
再
発
見
と
人
と
の
出

会
い
の
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

1ー’

認

『初夏のころ」

い
り
小
さ
な

こ
が
れ

ま
た
今
年
は
、
し
め
じ
科
の
『
黄
金

タ
モ
ギ
タ
ケ
』
に
挑
戦
し
、
県
内
初
の

出
荷
に
成
功
し
ま
し
た
。
温
度
や
湿
度

な
ど
の
管
理
と
と
も
に
、
常
に
清
潔
な

環
境
が
保
た
れ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
は
、
約
六
四
○
本
の
ボ
ト
ル
に
黄

金
タ
モ
ギ
タ
ケ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、

か
さ
く
き

そ
の
名
の
通
り
傘
も
茎
も
黄
金
色
に
お

お
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
香
り
と
歯
応
え

が
よ
く
、
煮
て
も
焼
い
て
も
お
い
し
く

そ
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
に
も
使
え
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
田
・
腿
、
そ
し
て
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
豊
富
で
、
健
康
食
品
と
し
て
お
勧
め
」

と
鈴
木
さ
ん
。
こ
の
キ
ノ
コ
は
、
花
貫

直
売
所
（
今
年
は
、
四
月
一
二
日
出
か

ら
開
店
予
定
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

、
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、面圖冒 囚回
3月1日現在

35,421人
（ ）は前月比

（-36）

17’457人（ 13）

17，964人（-23）

11’559世帯（＋‘(＋4

1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう‘

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

②
③
鶴

８
６
▲
合

一

）

§
「_一一__一ー

|牛乳ノ §<ツクのリサイクル 3月22日(土）

高萩婦人会では、牛乳パックを使ってメガネ立てやベ

ン立てなどを作るリサイクル活動を行いました。会場の

市民センターには、会員など皿人が参加。ハサミとのり

さえあれぽ簡単にできる牛乳パックのりサイクルを楽し
んでいました。

L二

□とき 2月23日（日） □ところ手綱工業団地内

口参加チーム 18チーム （外オープン7チーム）

口結果＊ （ ）は走者名。

［優勝］島名団地（金賀洋介柴田賢一佐藤智香江

端祐哉山本昇平山懸理紗杉本哲也福富幸司

中田拓也本多亮太）

［準優勝］秋山下・南（大平圭相良広史高原あゆみ

下山田貴幸坂本幸四郎下山田梨紗豊田圭志田

孝阿久津正宗磯充）

［第3位］和野（差波和重近藤香保利小茂田愛美

佐藤潤一助川いづみ矢田部佳織小茂田陽介小

島和明中野ちひろ根本雅士）

§…耐一面百T*W
：東小学校では全校生徒が参加して、サケの稚魚を関
根川に放流しま;した。これは同校で育てた150匹と、

花貫川魚苑から提供された約3，()00匹の稚魚で、体長

は4．』5センチメートル。当日は、子どもたちが紙

画ゴ

コップや牛乳パヅクを持ち寄って河原に集合。その中

に数匹ずつ分けてもらい一斉に放流しました。■常磐線開業100周年記念ゴルフコンペ

ロとき 3月2日（日）

□ところサンライズカントリークラブ

ロ参加者192人

口結果 ［総合|||頁位］優勝：高畑章、準優勝：小田中勝

男、第3位：和田博、第4位：渡辺昌宏、第5位：下

山田幸、第6位：中野章

［ベストグロス賞］伊沢敏明〔78 （アウト37､イン41)]

『孝塞室か？ ’ インタビュー盲

“
》
、
Ⅱ
ｊ
／
“
“
、

川
は
流
光

》
ｗ
》
》
癌

腫
綱
》
韮
《
恥
錘
さ
の
で
き

唾
碓
志
註
加
工
師
部
也
天

唖
魂
尋
〆
榊
毎
転
牢
■
鉦
霊

一
可
一
一
一

回
年
続
も

と
今
３
を
に■第16回茨城県ジャイアントスラローム大会

□とき 3月15日(土)～16日（日）

□ところあだたら高原スキー場（福島県）

口結果(第1 ． 2戦の総合成績） ＊市内の入賞者

［小学生女子の部］優勝：関根麻意子（秋小6年)、

準優勝：三國保子（秋小5年）

［小学生男子の部］優勝：鈴木淳之（松小6年）

［中学生女子の部］準優勝：高橋裕子（秋中1年）
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第
Ⅳ
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
第
扣
回
春
の
山
野
草
展
」
の作

品

文
化
会
館
恋
謁
‐
７
４
１
１

■
展
示
期
間
５
月
ｇ
日
圏
か
ら
Ⅲ

日
佃
ま
で
。

■
場
所
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ
・

■
募
集
作
品
鉢
作
込
品
で
１
人
５

点
以
内
。

■
申
込
４
月
旧
日
㈱
か
ら
４
月
鉛

日
出
ま
で
に
、
文
化
会
館
に
備
え

て
あ
る
申
込
耆
に
該
当
事
項
を
記

入
し
て
申
し
込
み
。
電
話
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
先
着
順
で
Ｂ
Ｏ
Ｏ
点
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

「
星
を
見
る
会
」
の参

加
者

歴
史
民
俗
資
料
館
恋
お
‐
７
２
２
９

ぼ
し
ゅ
う

保
険
年
金
課
内
線
２
３
４

本
市
で
は
乳
幼
児
医
療
福
祉
制
度

に
よ
り
、
Ｏ
歳
児
か
ら
３
歳
未
満
児

ま
で
を
対
象
に
医
療
機
関
で
の
無
料

受
診
（
保
険
診
療
内
）
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
．
こ
の
制
度
は
、
毎
年

更
新
（
申
請
手
続
き
）
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
「
受
給
者
証
」
に
有
効

期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
有
効
期
間
は
、
お
子

さ
ん
の
「
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る

月
の
末
日
」
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
期
限
が
き
た
場
合
は
、
翌
月

初
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の

■
日
時
５
月
Ⅲ
日
出
午
後
７
時

訓
分
か
ら
ｇ
時
ま
で
。

＊
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
、
翌
Ⅲ

日
伺
に
順
延
。

■
と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館
東
側

駐
車
場
。

■
観
察
す
る
星
火
星
。

■
募
集
人
員
釦
人
（
小
学
生
以
下

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）
。

■
参
加
費
無
料
。

■
申
込
４
月
旧
日
㈹
か
ら
４
月
即

日
伽
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
み
㈲

／
盃
一
（
員
》
癖
Ｉ
〕

無
料
受
診

画P

障
害
者
及
び
高
齢
者
の

住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度

福
祉
事
務
所
援
護
係
内
線
３
５
３

高
齢
福
祉
係
内
線
３
５
６

障
害
者
及
び
高
齢
者
の
専
用
居
室

を
増
・
改
築
ま
た
は
改
造
す
る
た
め

の
必
要
な
経
費
を
貸
し
付
け
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
障
害
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
か
ら
４
級
ま
で
、
ま
た

は
療
育
手
帳
の
③
．
Ａ
）
及
び
帥

歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居
し
て
い

る
人
（
こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と

す
る
人
）
。

■
貸
付
限
度
額

２
，
２
６
４
，
０
０
０
円
。

■
貸
付
利
率
年
３
％
。

■
償
還
期
限
Ⅲ
年
以
内
※
障
害

者
に
つ
い
て
は
、
２
年
据
え
置
き
。

■
償
還
方
法
元
利
均
等
月
賦
ま
た

は
半
年
賦
償
還
。

■
保
証
人
連
帯
保
証
人
２
人
。

■
申
込
期
限
５
月
釦
日
倒
ま
で
。

＊
こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
積
立
金
還
元
融
資
に
よ
る
も
の

で
す
。

■
持
参
品
受
給
者
証
、
健
康
保
険

証
、
ピ
ン
ク
の
用
紙
、
印
鑑
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
更
新
時
に
判
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

年
の
途
中
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前

住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
所
得
証
明
ま

た
は
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
。

､…

一コ
世 当

第6回県北新舂カラオケ大会

●展示期間 5月22日(木)から5月24日(土)まで。

●場所文化会館。

●募集作品教育の部、一般の部ともに半紙作品で縦のみ。

課題は自由。

●申込4月30日(水)までに事務局あて連絡。

○高萩市書道連盟事務局荒井豊山さん盃22-2310

●とき 4月20日（日） 午前9時開演。

●ところ文化会館。 ＊入場無料。

●内容カラオケ発表とケスト出演。 ＊ゲスト(敬称略）

：岬ゆう子、沢美寿々、小磯ただし、梶山みさ江。

○高萩市カラオケ愛好会木田恒夫さん盆23-0764

‐
§
‐牟團溌騨蕊震慾デｺ匿二応募集蕊鰄琵倉茨鞠鳶職貴任絢砺角試綴hE

（社)日本海難防止協会と(財)海上保安協会では、海難防

止用のポスター図案とキヤッチコピーを募集しています。

入選作品には、海上保安庁長官賞などが贈られます。

●募集作品 ［ポスター図案]B4サイズ縦（一般の部・

小学生の部)。 ［キヤッチコピー］七五調にとらわれず口

語体の作品も可（官製はがきで1枚に2作品まで)。

●締切日 4月25日(金)＊当日必着

○応募先 （社)日本海難防止協会企画部〒105東京都港区

虎ノ門1-17-1盆03-3502-2233、那珂湊海上保安部〒311-

12ひたちなか市和田町3-4-16盆029-262-4304

●受験資格昭和44年4月2日から昭和51年4月1日まで

に生まれた人。

●試験日第1次試験： 6月29日(日)＊合格者は後日第2次試験

●申込書の請求等 5月6日(火)から、高萩県税事務所で

配布します。また郵便で請求する場合は、封筒の表に

「上級請求」と朱書きし、 190円切手をはり、あて先を

明記した返信用封筒（角形2号）を同封して県人事委員

会事務局あて請求してください。

○茨城県人事委員会事務局〒310水戸市三の丸1-5-38

窓029-221-8111 内線5321～4
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大
字
高
萩
地
区
の
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合

工
務
課
排
水
設
備
係
盗
犯
１
５
５
９
５

下
水
道
工
事
中
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
次
の
地
域
で
公
共
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
家
屋
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
３
年
以
内
に
汲
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
た
り
、
台

厄4
所
や
風
呂
な
ど
の
雑
排
水
を
下
水
道

へ
流
し
た
り
す
る
水
洗
化
工
事
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
下
水
道
指
定
工
事
店
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
Ｂ
月
訓
日
側
か
ら
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
地
区

高
萩
市
大
字
高
萩

字
盆
川
、
字
遠
上
、
字
西
原
、
字

三
シ
塚
、
字
道
ノ
上
、
字
若
狭
前
、

字
内
原
の
各
全
部
。

字
北
川
、
字
宮
後
、
字
向
ノ
坊
、

字
姐
倉
、
字
地
蔵
堂
、
字
南
原
、
字

駒
木
原
、
字
台
、
字
北
ノ
内
、
字
仲

坪
、
字
北
日
永
、
字
滝
原
の
各
一
部

月1日から(災,使用料や手数料が変わり議した｡ ｜
■消費税の改正によるもの（3%→5%）
■水道料 水道部盆22-3642

4月1日から使用する水道料金より適用されます。料金

の計算方法は次のとおりです。

①水道使用料金握本料金十超過料金)xIO5(1円未満切捨）

②メーター使用料×1 ．05 （1円未満切捨) ；

＊①＋②＝水道料金

■都市公園の使用料 都市計画課内線412

■市営墓地の使用料 生活環境課内線362

■手数料の改定と新たな使用料
■道路運送車両法による臨時運行許可手数料 市民課内線222

1日手数料650円→改定手数料750円 ＊1両の手数料。

■高浜テニスコートの使用料 教育委員会スポーツ振興課

課内線222

の手数料。

ポーツ振興課

ー／

４
月
『
１
日
㈹
か
ら
、

母
子
健
康
手
帳
の
発
行
が
、

市
民
課
か
ら
媒
健
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
り
ま
蛾
窓
Ｆ
》
三
：

口
保
健
セ
ン
タ
Ｊ
認
蕊
鐵
即
２
１
２
１
）

盆23-1131

1時間につき’ 400円’ と
０蝋

溌
、
‐

蕊
迩・器

“弓罰
冒
曇
』
掬
尾
・
孵
哩

癖
制
野
・
響
斗
辨
鍛
蜂
畔

※1"コートの使用料‘

認罵識鯨鯵室惑悪癖蕊；
蕊鰯

板
一
一
一
一
巨

聴
…
縦
覗伝

■■■■■■

一

・ 」

GO! " 1
－

Ⅱ犀廻諏一コ匝嘘
ー

鼠。フエスダ'97‘‘ばらだいすGO!

●とき 4月27日（日） 午後2時開演。 「若者の集うゾーンづくり」を進めている(社)高萩胄年

●ところ文化会館。 ＊入場無料。 会議所では、 ’|亘例のプロムナード・フェスタを開きます。

●演奏曲目組曲「ガイーヌ｣、序曲「舂の猟犬」など。 県北地区最大のフリーマーケットをはじめ、たくさんの企

●指揮伊勢井真一さん、谷口玄徳さん。 画を用意してみなさんのご来場をお待ちしています。

○高萩市民吹奏楽団事務局大高達也さん冠22-3048 ●とき 5月11日（日） 午前10時から午後2時まで。

●ところハーモニーパーク。

… ・空ｽ手ﾘﾆｽﾆ黙と：
…三コ ロ,社I高萩青年会議所●とき 5月25日(日)。

●ところ高萩カントリークラブ。 笛や太鼓に合わせて三匹の獅子が舞う 大足光司さん（盆22-2317）

●とき 5月25日(日)。

●ところ高萩カントリークラブ。 笛や太鼓に合わせて三匹の獅子畷勇
●競技方法 18ホールストロークプレー。

（新ペリア方式）

●募集人員 200人（先着111R)。

●プレー費 14000円（食事代を含む)。

●参加料 2,000円。

●申込 4月15日(火)から参加費を添え

て市民体育館へ。

○市民体育館内体協ゴルフ部盆23-2552

薩亨さらは､病気や災禍を払い､五穀豐
穰を願って奉納されるものです。

●とき 4月13日（日） 午前10時から午

後1時ま~で。※雨天時は、松岡小体育

館。

●ところ丹生神社（下手綱）境内。

○丹生ささら保存会事務局（図書館）

恋23-7174

I
プリ云壼一ケットの

J職腐者募集

●規格 1区画2m四方。

●料金 1区画500円。

●申込 4月30B(水)までに

電話で緑川'|真二さん（恋

22-2778）あて申し込み。

’ 4月20日旧)､21日(月)､27日旧)､29日㈹､5月3日出～5日(月)､11日(日)／花員クリーンセンター盆22-4318トイレの汲み取りの休み
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保
険
料
割
引

き
の
制
度
が

あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
毎
月
納

め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
保
険
料

の
１
年
分
を
４
月

即
日
伽
ま
で
に
納

め
る
と
、
割
引
き

さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課
内
線
２
３
２

国
民
年
金
の
保
険
料
が
４
月
か
ら

月
額
１
２
，
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円
に
変
わ
り
ま

し
た
。国

民
年
金
の
運
営
は
、
加
入
者
の

保
険
料
と
基
礎
年
金
分
の
３
分
の
１

に
あ
た
る
国
庫
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
い
っ
そ
う
進
む
中
で
、

安
定
し
た
年
金
制
度
と
し
て
運
営
し

て
い
く
た
め
に
は
、
年
金
給
付
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
適
正
な
保

険
料
の
負
担
が
大
切
で
す
。
こ
の
た

め
国
民
年
金
制
度
は
、
５
年
に
１
度
、

年
金
収
支
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
の
計

算
を
行
い
、
保
険
料
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

驚識蕊迩

国
民
年
金
に
は
、
失
業
や
事
業
の

不
振
、
多
額
の
医
療
費
な
ど
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
一
時
保
険
料
の
納
付
を
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年

金
は
、
他
の
年
金
と
通
算
し
て
妬
年

以
上
な
い
と
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
ば
か
り
か
、
障
害
年
金
な
ど
も

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
《

免
除
期
間
は
納
付
し
た
期
間
の
３

分
の
１
は
給
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
一

定
の
所
得
の
あ
る
人
は
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
学
生
（
学
校
法
人
で
あ
る
こ

と
）
の
場
合
は
、
多
額
の
学
費
や
下

平
成
９
年
度
の
納
付
書
が
間
も
な

く
届
く
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

は
、
ど
の
よ
う
な
納
め
方
を
し
て
い

ま
す
か
。

年
金
は
、
最
長
で
加
年
と
い
う
長

い
期
間
に
わ
た
っ
て
納
め
て
い
き
ま

す
。
そ
の
間
に
納
め
忘
れ
が
起
き
て

し
ま
い
、
大
切
な
年
金
が
減
額
さ
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
納
め
忘
れ
を
防
止
す
る

手
段
と
し
て
「
口
座
振
替
」
を
お
勧

め
し
ま
す
。
最
寄
り
の
銀
行
や
市
役

所
の
税
務
課
に
手
続
き
用
の
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
始
め

ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

奉
舗
蝿
壷
頚
滋
置
し
な
い
簿
母

口
座
振
替
は
便
利
で
安
心画プ

一

-學屠go日(日)は《ｰ
ﾆ 患 誉 :ミ

農業委員会委員の :J
一?磯選挙の投票日です？
庶務諜燕選挙鶯理委員会"内線312

． 塗､， : .;、 i〕:謹

蕊慧灘蕊蕊
月蕊懲《感に臂示され可■蕊惑
は4愚2麹(日)です。選挙によ§

って選謡委員は16人ですd≦ 'fj

税
務
課
固
定
資
産
税
係
内
線
２
０
５

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
ｇ
年
度
の
課
税
の
基
礎
と
な

る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
期
間
４
月
１
日
㈹
か
ら
４
月
田

日
側
ま
で
。
た
だ
し
、
士
．
日
曜

日
は
除
き
ま
す
。

■
時
間
午
前
Ｂ
時
釦
分
か
ら
午
後

５
時
旧
分
ま
で
。

■
場
所
市
役
所
税
務
課
窓
口
。

■
縦
覧
で
き
る
人
所
有
者
、
納
税

管
理
人
及
び
代
理
人
（
代
理
人
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
）
。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧

宿
代
な
ど
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
特

別
な
免
除
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
萩
市
・
十
王
町
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局
盆
翠
‐
２
２
５
８

■
試
験
日
と
場
所
６
月
閉
日
卿

日
立
第
一
高
等
学
校
。

■
願
書
受
付
日
と
場
所
①
５
月
７

日
㈱
午
前
ｇ
時
釦
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で
／
県
立
中
小
企
業
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
ユ
ア
シ
ス
日
立
）
②
４

月
別
日
嗣
か
ら
５
月
叫
日
㈱
ま
で

／
試
験
セ
ン
タ
ー
あ
て
郵
送
ま
た

は
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
提
出
。

平
成
９
年
度
前
期

危
険
物
取
扱
者
の
試
験

中
央
公
民
館
・
松
岡
地
区
公
民
館

合
同
講
演
会

■
日
時
と
場
所
［
甲
種
・
乙
種
］

６
月
５
日
嗣
と
Ｓ
日
悶
／
日
立
市

勤
労
福
祉
会
館
（
労
働
金
庫
４

中
央
公
民
館
念
電
‐
１
１
２
５

松
岡
地
区
公
民
館
盃
型
１
０
４
２
４

■
日
時
５
月
２
日
㈲
午
前
旧
時

釦
分
か
ら
正
午
ま
で
。

■
場
所
文
化
会
館
。
※
入
場
無
料
。

■
演
題
「
広
が
る
人
生
を
ど
う
生

い
ち
に
ん
と
い
る

き
る
」
’
一
人
十
色
の
時
代
。

■
講
師
県
立
婦
人
教
育
会
館
長

と
き
二

深
尾
凱
子
先
生
。

試
験
準
備
講
習
会
に
つ
い
だ

も
よ
お
し

ー

一塁4誕哩窪
ありがとうございました

階
）
［
丙
種
］
５
月
旧
日
側
／
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
分
館

■
受
講
申
込
書
の
受
付
［
甲
種
・

乙
種
］
５
月
７
日
㈱
／
県
立
中
小

企
業
福
祉
セ
ン
タ
ー
［
丙
種
］
５

月
９
日
閏
／
茨
城
県
健
康
科
学
セ

ン
タ
ー
（
水
戸
市
笠
原
）

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
釦

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
受
講
手
数
料
［
甲
種
・
乙
種
］

会
員
１
万
円
、
非
会
員
１
万
３
千

円
［
丙
種
］
会
員
６
千
円
、
非
会

員
８
千
円
。

春
の
全
国
交
遥
安
全
運
動

『
参
加
し
て
み
Ⅷ
殉
な
で
つ
く
る

〃
＃
州
交
通
安
全
』

４
月
６
日
側
２
忽
月
応
日
㈹

*社会福祉協議会へ

・谷田部庄一さん外9名共有地権者会 50,000円

・神代伸子さん（上手綱) 100,000円

・高萩市カラオケ望み会 30,000円

＊文化会館へ

・高萩ロータリークラブ傘ポリ袋自動装着機 2台

＊中央公民館へ

・高齢者大学第22期卒業生 大型掛け時計 1基

＊松岡地区公民館へ

・高齢者大学第3期卒業生 大型掛け時計 1基
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定額儀膜料

ｒ
吟
品
騨
降
声
〆
盧
哩

寸加保険料
職蕊難蕊蕊蕊

12,800円xl2か月

＝153,600円

13,200円xl2か月

＝158‘400円

149‘890円

154‘570円

3,710円

3,830円

再度に納蝿と 割引額



食センター庶務係長…沼田広之○日立・高萩・十王広

域下水道組合係長…杉田誠一4月1日付の
〃

新謝掬勵胤員
アノ

－

○市長公室新都市整備事業推進室主事補…金澤勝也

○総務部税務課主事…鈴木貴充○総務部税務課主事…

金澤直司○民生部市民課主事…篠原耕子○民生部生

活環境課主事…寺門史貴○民生部福祉事務所主事･ ･･高

岡俊光○経済部農林課主事…宇佐美淳○経済部農林

課主事補…児島宏行○建設部土木課主事…豊田長

○建設部土木課土木工手…小野直人○建設部建築課主

事…大久保勝○建設部建築課技師…手塚啓之○高萩

保育所保母…塩手美穂○水道部施設課主事補…山縣稔

○水道部業務課主事補…有賀潤○教育委員会スポーツ

振興課主事補…鈴木英一○束幼稚園教諭…岡部久美子

○秋山幼稚園教諭…所典子

《部長》 ‘

○総務部参事…藤田一夫○経済部参事兼商工観光課長

･･ ･星勝英○建設部長…星幸一○水道部長…高野忠信

○農業委員会事務局長…松本弘文○住宅公社常務理事

…愛川好美

《課長》

○総務部庶務課長…前田忠雄○民生部福祉事務所長…

鈴木大尹○建設部土木課長…下山田博光○建設部建

築課長兼建築指導係長…神永安和○建設部区画整理課

長…我妻成光○教育委員会生涯学習課長…佐川春久

○教育委員会スポーツ振興課長…大内健一○中央公民

館長…相良光男○松岡地区公民館長…大部弘○農業

委員会事務局次長兼庶務係長…大高一生

《課長補佐》 3月31日付の
聾2鐵些盈篁

／

○市長公室職員課長補佐兼職員係長…椎名忠義○総務

部庶務課長補佐兼庶務係長…細金文孝○総務部財政課

長補佐兼管財係長…鈴木健一○民生部市民課長補佐兼

市民係長･朝日寿之○民生部保険年金課長補佐…大高

菫行○建設部建築課長補佐兼建築係長･･ ･棚谷敬夫

○文化会館長補佐兼係長･･ ･佐藤英司○議会事務局次長

補佐兼庶務調査係長…土岐栄

《係長》

〃'

＊渡辺真…総務部参事＊林泰治…建設部長＊今川誠・・

水道部長＊作山南雄…教育委員会参事兼生涯学習課長

＊沼田有功…教育委員会参事兼スポーツ振興課長＊田中

茂美･ ･農業委員会事務局長＊大高渉…住宅公社常務理事

＊中島榮子…経済部商工観光課係長＊柴田淳子…秋山幼

稚園教頭＊佐々木ミサ子…高萩中学校事務補＊寺門早

智子…秋山保育所長＊鈴木陽子…高萩小学校（ことばの

教室）

ー

○総務部税務課市民税係長…飯田義雄○秋山保育所長

…淀川雅子○経済部農林課地籍調査係長…芳賀公夫

○経済部商工観光課商工係長…大和田通明○建設部都

市計画課庶務計画係長…渡辺恭伸○水道部施設課工務

係長･ ･･斉藤秀雄○教育委員会学校教育課指導係長…小

澤正道○教育委員会生涯学習課生涯学習係長…松本好

正○勤労青少年ホーム館長…柴田広美○市立学校給

3
I識

しま‘したき

。口建設課から建築課へ移る業務

;･＆ ①建築係で行｡っていた業務の全部③管理係で
" “ . ､:､ ：詩：. " ､ ､､

､ ｡.; ･ 行っていた業務のうち、市営住宅に関すること。
･ ミ､蕊 ．;：

口都市計画課から建築課へ移る業務

①開発行為に関すること。

■建設課が土本課IF変わりました。 ノ、、

… た 誰埋

ー．

蕊
.．…………….….……………….…盆23-7411…．.．

mp

皿~竜I加山雄三能

！上

C二 曙 蝋 菅 誌埼 塔鐸……理､蝿 笠鐵 ： '息、 .

～

コンサート
ル
月
号
で
公
園
の
い
た
ず
ら
を
書
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
松
岡
地
区
に
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

広
場
の
照
明
が
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
く
や
し
く
情
け
な
い
思
い
と
同
時
に
、

広
報
の
難
し
さ
を
感
じ
る
で
き
ご
と
で
し
た
。

今
月
号
か
ら
内
容
を
一
新
。
初
心
に
戻
っ
た
気

持
ち
で
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
茂

玉
且
食
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
お
ず
お
ず
と
入

っ
て
壁
際
に
張
り
つ
い
た
り
、
用
意
さ
れ
た
料

理
の
テ
ー
ブ
ル
に
陣
取
っ
て
は
そ
こ
で
食
べ
た

り
す
る
の
は
マ
ナ
ー
違
反
」
と
中
川
園
長
先
生
。

ふ
さ
わ

控
え
目
に
と
考
え
た
所
作
が
、
そ
の
場
に
相
応

し
く
な
い
行
動
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

相
手
に
対
し
て
礼
を
失
し
な
い
よ
う
、
マ
ナ
ー

の
知
識
を
学
ぶ
機
会
が
必
要
で
す
ね
。
ヒ
ロ

月1日(日）
開演時間・

午後3時と6時30分（2回公演）

入場料・ 6,000円（全席指定）

入場券発売日． 4月13日（日）

裏
亀

鴬

難

蕊

《プレイガイド》

田所書店、仲屋書店、ヤマザキ
カモト、モンペリ上島名ねもと

けんせきね．川上かねこ(十三

マート（磯原)、日立市民会館、
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●､●

蕊
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市役所の組織の一部が変わりました



凸

識

鍼

のある
、_／、ﾉ毎、_ハーー学、ノ、_ﾉ、ノヘゴヘーハ-戸し／、ハ喘ﾉｰ､_〆vヘアLヘーヘノー、-Jﾍｰﾉへ／、ノー／
､_ハー、ヘノーハ苧へノヘォソヘッ合､‐ノヘゾーL／～/、ハ／､J~、-〆Lハーハゾ、ﾉｰ／

しおみたき

・汐見滝・
巨大な給水栓が

天然の岩風呂を満たす
花貫渓谷の新しい観光スポットとしてすっかり定着

したつり橋（汐見坂橋)。丸太を敷き並べたこの橋の

下では、花崗岩の川床にできた天然の岩風呂のような

淵が広がり、そこに渓流の滝が巨大な給水栓となって

清流を注いでいます。これが汐見滝。

流れ落ちる水は岩を深く刻んで、気の遠くなるよう
せ(

な自然の営みを感じることができます。また、淵は清
そ

楚な深緑色に澄み、 自然がつくる色彩の妙に目を奪わ

れてしまいます。これからは、新緑の鮮やかな色合い

に映える季節を迎えます。

。〆

鯉
,后發》

この欄に掲載するために、みなさんが写した滝の写真をお

寄せください。 （説明などの文章の有無は問いません）

○連絡先：市役所秘書課広報広聰係まで

花
員
ダ
ム

花貫ふるさと

セ

謹行

セ

自然公園

ンター●

F.』フ
’花貫第1卜

(二）
や

花貢」
至
里
羊

岩

/〃卒
1件 4〕｢陰、鐸

霊夢燕一 ぼくの

学校で…
・高萩小学校．

蕊

L 、

ー

､､灘

一閻一閻

』

(蒔甑i洋前9時~午後4鱒
熟囎

一三

（芦

一、

1回

､

； Ⅲ
‐
Ｉ

４

１
１
１
１

芯

割
』 隆瀞…唾！

一

ん

本町）

、長崎

6日が

2月27

、それ

羽鵲を

くって

ぼくの学校には

から贈られた被爆

その日です。今年

日(木)に記念行事

ぞれに平和への願

つくりました。ぼ

いきたい」と書き

嚇隠州閏
鍵発行／平成9年4月7日

露編集／茨城県高萩市役所秘書課

〒318茨城県高萩市本町1丁目100番地

■印刷／藤枝印刷
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の日曜当番医です。

4日

11日

18日

25日

高萩協同病院

樋渡医院

十王医院

高萩協同病院

滝川医院

安良川盆23 ］

大和町盆22-2202

十王町冠32-3266

安良川丑23-1122

春日町盃23-3100


